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１．事業名 第７回栃木県学生剣道大会 

２．実施時期 平成２３年６月４日（土） 

３．実施場所 宇都宮大学第１体育館 

４．事業の内容等 ≪事業概要≫ 

 県内の大学剣道部の学生が実行委員会を組織し、大会内容、運営方法、栃

木県剣道連盟との連携など協議しながら、全学生が試合参加に参加するとと

もに運営に携わりながら、大会を開催した。 

 

≪大会内容≫ 

男女団体戦・個人戦をトーナメント方式で行い、個人戦については、段位別

の階級を設けた。大会終了後には審判の労をとって頂いた栃木県剣道連盟の

方や学生同士の剣を通じての交流の場として合同稽古を設けた。その大会の

結果は添付資料に記す。 

５．事業の成果と今

後の課題 

≪事業の成果≫ 

今大会では、100余名の参加者を募ることができ、溌剌とした試合が数多く

繰り広げられ、熾烈な戦いの中にも爽やかさが感じられる、剣道人の復興へ

の思いを乗せた大会となった。 

また、各大学の剣道部員全員が試合に参加し、全員が運営に携わるという

大会の趣旨が十二分に生かされ、大会を通して大学間の親睦・交流を深める

ことができ、大変有意義な大会とすることができた。 

 

≪今後の課題≫ 

一方で今大会、都合がつかず急遽不参加となってしまった学生が多数出て

きてしまった。このことの対応に追われ、大会の進行に支障をきたすことに

なってしまった。今後は各大学間での情報共有をさらに密に行い、また今回

の失敗を糧に運営マニュアルをより確固たるものにしたい。 

（注）１．記述が枠内に収まらない場合は、枠を拡大してください。 

   ２．事業内容がわかるような資料や写真などがあれば添付してください。 

報告書（添付書類を含む）はＡ４判５枚以内にまとめてください。 

   ３．この報告書は、各関係機関等に公表するともに、大学コンソーシアムとちぎのホームペ

ージへの掲載を考えております。また、次年度以降の学生活動支援事業に役立てていきた

いと思います。 



第 7 回栃木県学生剣道大会 大会結果 
≪団体戦≫ 

【男子の部】 

優 勝：宇都宮大学 A 

準優勝：白鴎大学 A 

第三位：自治医科大学 A 

第三位：自治医科大学 B 

【女子の部】 

優 勝：白鴎大学 B 

準優勝：白鴎大学 A 

第三位：獨協医科大学 A 

第三位：自治医科大学 A 

≪個人戦≫ 

【男子三段以上の部】 

優 勝：小此木 俊光 (おこのぎ としみつ) (宇都宮大) 〈佐野日本大学高校 出身〉 

準優勝：岡村 亮平(おかむら りょうへい) (宇都宮大) 〈文星芸術大学附属高校 出身〉 

第三位：鈴木 拓哉 (すずき たくや) (帝京大) 〈新潟商業高校 出身〉 

第三位：両角 知紘 (もろずみ ちひろ) (白鴎大) 〈新潟第一高校 出身〉 

【男子二段以上の部】 

優 勝：有賀 健仁 (あるが たけひと) (獨協医大) 〈伊那北高校 出身〉 

準優勝：牛草 淳 (うしくさ じゅん) (自治医大) 〈弘学館高校 出身〉 

第三位：菊池 慈 (きくち しげる) (獨協医大) 〈宇都宮高校 出身〉 

第三位：鈴木 航洋 (すずき こうよう) (獨協医大) 〈栄東高校 出身〉 

【女子二段以上の部】 

優 勝：森田 ひとみ (もりた ひとみ) (白鴎大) 〈佐野日本大学高校 出身〉 

準優勝：小野 しおり (おの しおり) (白鴎大) 〈宇都宮短期大学附属高校 出身〉 

第三位：関 亜有実 (せき あゆみ) (白鴎大) 〈宇都宮北高校 出身〉 

第三位：亀山 佑美 (かめやま ゆみ) (白鴎大) 〈鹿沼高校 出身〉 

【女子初段以下の部】 

優 勝：石川 茉奈美 (いしかわ まなみ) (宇都宮大) 〈作新学院大学附属高校 出身〉 

準優勝：渡邉 朋子 (わたなべ ともこ) (獨協医大) 〈太田女子高校 出身〉 

第三位：高野 詩織 (たかの しおり) (自治医大) 〈橘高校 出身〉 

第三位：佐々木 悠 (ささき はるか) (帝京大) 〈いわき秀英高校 出身〉 

 

 




